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【本領域の目的】 
 本領域の目的は、それぞれの研究の高度化のなか
で乖離して行った人工知能研究と脳科学研究を結び
つけ、両者の最新の知見の学び合いから新たな研究
ターゲットを探り、そこから新たな学習アルゴリズ
ムの開発や脳機構の解明を導くことである。 
 感覚運動情報の背後にある構造を捉える表現学習、
それらの変化を予測する内部モデル学習、さらに予
測結果の評価による探索学習について、それぞれを
確実に効率よく実現するアルゴリズムとその脳での
実現を探るともに、それらをつないだ全脳アーキテ
クチャにならった柔軟な人工知能システムの実現を
めざす。 
 
【本領域の内容】 
 人工知能研究と脳研究は、「電子回路で知能を実現
するには脳での実現法にこだわる必要はない」とい
う視点と、「脳のような高度な知能の実現例があるの
だからそれに学ばない手はない」という視点から、
接近と乖離を繰り返してきた。例えばパターン認識
の黎明期には、脳の視覚野の解剖学、生理学的知見
をもとに、多層神経回路モデルとその学習アルゴリ
ズムが開発された。そこから芽生えた機械学習理論
は、カーネル法やベイジアンネットといった形で、
脳とは離れた形で高度化して行ったが、近年、深層
神経回路モデルが大量のデータのからの学習で非常
に高い性能を示したことから、脳に学んだ人工知能
への期待が再び高まっている。 
 例えば、これまでの脳の実験的・理論的研究は、
小脳、大脳基底核、大脳皮質はそれぞれ、与えられ
た手本を再現する教師あり学習、探索により報酬を
最大化する強化学習、データの構造を捉える教師な
しの表現学習にそれぞれ関わっていることを示唆し
ている（図１）。一方、囲碁の世界王者を破るという
画期的な成功をおさめたプログラムは、棋譜からの
教師あり学習、自己対戦による強化学習、深層神経 
 

回路による表現学習を巧妙に組み合わせることで、
非常に高度な知能が実現され得ることを実証した。
これのことは、異なる学習要素を状況に応じて柔軟
に組み合わせる脳の仕組みを解明することが、特定
の課題だけでなく多様な問題に対処可能な汎用人工
知能の実現につながることを示唆するものである。 
 本領域は、人工知能と脳科学の先端的な研究者が
両者の最新の知見を学び合い、緊密な議論を行うな
かで新たな研究ターゲットを探り、新たな学習手法
の開発や脳機構の解明を導くことをめざす。教師あ
り学習による内部モデルの獲得、強化学習による行
動探索と評価、多層神経回路による表現学習など、
それぞれの学習機構の高度化と脳での実現の解明を
進めるとともに、それらを統合する脳の仕組みを探
り、人間のように柔軟な行動やコミュニケーション
が可能な人工知能の実現のための研究を展開する。 
 

【期待される成果と意義】 
 人工知能と脳科学の融合研究により、深層神経回
路の学習過程の理解と学習パラメタの自動制御、デ
ータ効率の高い学習による人型ロボットの制御、階
層予測モデルによる人の行動意図の推定などの実現
が期待される。より長期的には、予測モデル学習、
探索と評価、深層表現学習を組み合わせた全脳アー
キテクチャの理解により、汎用人工知能の設計指針
の導出と、学習の乱調としての精神疾患の理解への
貢献が期待される。 
 また人工知能と脳科学を融合する新たな人材育成
と国際ネットワーク形成のため、サマースクール、
ハッカソン、若手研究者の海外派遣などを企画し、
新たな融合領域を切り開く人材の輩出をめざす。 
 

【キーワード】 
深層学習 (deep learning)：多層の人工神経回路モデ
ルによって、データの持つ統計的な特徴を単純なも
のから高次なものへと順次抽出し、画像や音声など
の複雑なパターン識別や予測を可能にする学習方式。 
強化学習 (reinforcement learning)：動物、ロボッ
ト、プログラムなどが、外界の状態に応じて行動を
行い、結果の良し悪しを表す報酬信号をもとに適切
な行動則を探索的に学習する方式。その理論をもと
に、大脳基底核とドーパミンの機能解明が進んだ。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 
  1,119,100 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www.brain-ai.jp 

  事務局：ncus@oist.jp 

 
図１：小脳、大脳基底核、大脳皮質の学習アルゴ

リズム (Doya, 1999)。 
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